
令和３年（２０２１年）5月11日（火）

共同経営推進室
高田 晋（熊本都市バス株式会社）



サクラマチ クマモト
2019年9月開業

熊本駅アミュプラザ
2021年4月開業

5社で熊本県内の約7万5千人の移動を支えている
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H30年運転士
県内の運行系統

熊本におけるバス交通のあり
方検討会において、熊本地域
の“あるべきバス路線網”や
経営問題の解消策を検討

（公共交通の課題・将来の見通し）
3～5年先のサービス提供を維持で
きない可能性が危惧され、今後の
人口減少・超高齢社会を見据えた
公共交通ネットワークの維持・拡
充策が必要

資料：各社雇用・退職等実績資料（各年）

（熊本地域の乗合バスを取り巻く現状）



2004年～2008年
熊本市交通局から競合路線バス8路線54系統の民間事
業者への移譲開始（2008年4月完了）

2007年～2014年
・民間3社による共同出資で都市バス設立（2007年）
・市営の民間移譲の受け皿としての役割・運行管理
体制の一元管理を含むバス路線網再編の中心的役割

・市交通局 経営健全化計画策定（2009年）

2009年～2018年
「バス交通のあり方検討協議会」（熊本市設置）、
「熊本都市バスを中心とした運行体制の再編」を提言
し、2015年「熊本地域公共交通網形成計画」策定（熊
本市・嘉島町）

路線とダイヤについての歴史

県

2003年 民間バス事業者の経営破綻
県が中心となり、熊本市、事業者とともに「都市圏バス
路線に関する検討会議」を設置
⇒「競合路線の整理」、「バス網の再編」、「バス運行
体制の見直し」の３つを柱に掲げ検討。

熊本市 民間バス事業者市交通局

市交通局
九州産交

熊本電鉄

熊本バス

民
間
バ
ス
事
業
者

市交通局

九州産交 熊本電鉄 熊本バス

都市バス
3社出資

熊本市

都市バス九州産交 熊本電鉄 熊本バス

市交通局移譲はできたが、運行効率化までは…



2019年3月 あり方検討会発足

・県、市、事業者フラット
な検討体制

・リーダーは都市バス社⾧
（行政出身）
・熊本市⾧の公約として、
民間バス事業者の統合、バス路線やダイヤの抜本的な
見直しを進め、バスと市電の関わり方も含め
国、県、事業者と協力しながら次世代を見据えた
公共交通の再編を行います。（一部抜粋）

国も未来投資会議等で、バス会社の経営統合や
共同経営を後押しする動きあり

2020年1月 共同経営型の事業形態へ移行を表明
（第５回 熊本におけるバス交通のあり方検討会にて）



共同経営しない将来

共同経営する将来

（参考）独占禁止法によるカルテル規制
一般消費者に不当な不利益が生じないよう、

“複数の事業者が話し合って” 路線の再編や運行時刻
の設定、運賃の設定などを決定する行為

が独占禁止法で規制されていた

中心
市街地 A社

B社

C社
20便

30便90便

現状（これまで）

郊外部

郊外部

郊外部
重複による非効率な運行
（企業間での調整が規制）
例えば、
●同じ時刻にバスが何台も来る（だんご状態）
●近い時間帯の便は、各社で乗客を取り合い
●利用者のバス待ち時間が⾧い時がある

中心
市街地

A社

B社

C社

40便

90便
（±0）

郊外部

郊外部

郊外部各社が重複し続け、経営体力が消耗
無駄がある運行のまま

郊外部などで路線の
廃止や減便が発生

中心
市街地 A社

B社

C社 15便

35便

25便
郊外部

郊外部

郊外部

75便
（▲15便）

無駄な運行を効率化
●バス待ち時間を平準化

だんご状態、前後便の
間隔が⾧いダイヤの解消

30便

廃止

20便

5便

40便



体制

事業費

市

事業者

県
総事
業費

場所、ツール

・都市バス本社を執務室として活用
・パソコン等事務品は都市バスが用意
・分析ツールを整備し活用予定

週に1度
共同経営推進室

担当者会議

月に1度、
社⾧会、部⾧級会
議（県、熊本市の
交通政策課や市交

通局参加）

３カ月に1度
熊本市⾧、
県部⾧へ

報告会（予定）

プロセス



分かりやすく利用しやすい新
規路線やニーズに沿った増便
を進めていきます。

需要に応じてバスとコミュニ
ティ交通等が役割を分担し、
NW全体を維持します。

バス同士や鉄軌道との重複区
間等で、需給バランスの最適
化を図ります。

共通定期券、乗継割引の拡充、
均一運賃制などの検討を進め
ていきます。

現在の5社の垣根にとらわれ
ず、常に運転士や車両の最適
配置を検討します。

バスレーンの導入とともに、
バス路線の幹線支線化を進め
ます。

この実現に向けて鉄軌道事業者・タクシー事業者・関係機関・地元自治体等とも緊密な連携が必要





(1) 九州産交バス株式会社
(2) 産交バス株式会社
(3) 熊本電気鉄道株式会社

(4) 熊本バス株式会社
(5) 熊本都市バス株式会社

複数のバス事業者が重複して運行する代表４区間＋効率化で生
じた余剰の充当先（熊本駅周辺の開発の対応） ※右図参照

重複路線の見直し、待ち時間の平準化、
熊本駅方面の路線延伸（余剰の充当）

重複路線の見直し、待ち時間の平準化

重複路線の見直し、待ち時間の平準化

重複路線の見直し、待ち時間の平準化、2社共通の乗継割引、
熊本駅方面、武蔵ヶ丘・光の森方面の路線延伸（余剰の充当）

重複区間の効率化等により、収益性は約31百万円の改善、
サービス維持に必要な人員5.5人/日・車両4.6台/日の軽減

利用者利便の水準を維持しつつ、対象55系統のサービス維持

令和3年4月1日～令和6年3月31日までの3年間

≪凡例≫
：計画区域
：対象路線
：その他路線
：重複区間

〈重複区間〉
複数のバス事業者の路線が競合し、
各方面の路線が集まる幹線区間



需要と供給のバランスが取れた運行本数に調整したのち、

だんご状態や前後便の間隔が長いダイヤの調整による待ち

時間の平準化を行い、利用者利便の維持・向上を図る。

事業者間で利害が対立するような路線は、事業者同士で

サービス調整（重複路線の見直し）を行い、需要と供給の

バランスが取れた運行本数を確保（最適化）する。

現状のバス時刻 変更後
時刻

計 8便

9:00

10:00

ダイヤ
重複

重複ダイヤ
の解消

計 6便

郊外市街地

路線の
移譲など

重複区間
（利害の対立）

●時台 00 03 10 22 23 48 50 58 00 10 23 35 48 58

運行会社 A社 B社 A社 B社 A社 B社 A社 B社 B社

九州産交バスに運行分担 九州産交バスに運行分担 熊本都市バスに運行分担 2社協調のサービス提供

共同経営計画第１版では、サービス水準を同程度に保ちながら利用者の利便性を確保しつつ、①需給バランスを踏まえた運行の効率化
（重複路線の見直し）、②待ち時間の平準化による利便性の維持・向上に取り組む。
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間隔が長い
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35 待ち時間の
平準化

路線の移譲などにより事業者間の競合を解消



15
系統

取組内容
産交バス
※現状維持

九州産交バス

減便、区間短縮

だんご状態・間隔が
⾧いダイヤの調整

熊本都市バス

系統の移譲、
一部系統の廃止

3
系統 系統の廃止

(京町本丁)

平日 14便
土曜 6便
日祝 6便
平日176便
土曜150便
日祝122便

平日 55便
土曜 50便
日祝 39便

20
系統

平日 ±0
土曜 ±0
日祝 ±0
平日+48便
土曜+44便
日祝+36便

取組内容
九州産交バス

廃止系統で輸送人員の
多い早朝便を一部増便

だんご状態・間隔が
⾧いダイヤの調整

熊本バス

系統の廃止

12
系統

2
系統

系統の廃止
(南区役所)

平日 90便
土曜 83便
日祝 78便

平日 6便
土曜 4便
日祝 4便

12
系統

平日 +1便
土曜 ±0
日祝 ±0

取組内容
熊本都市バス

減便、区間短縮

だんご状態・間隔が
⾧いダイヤの調整

九州産交バス

系統の移譲、
一部系統の廃止

1
系統

3
系統

平日 94便
土曜 60便
日祝 48便

平日 50便
土曜 46便
日祝 41便

3
系統

平日+28便
土曜+22便
日祝+24便

系統の移譲
(九州産交バスへ)

取組内容
九州産交バス

減便、増便

だんご状態・間隔が
⾧いダイヤの調整

熊本電気鉄道

系統集約、区間短縮、
減便、増便

だんご状態・間隔が⾧いダイヤの調整

11
系統

7
系統

平日192便
土曜174便
日祝132便

平日 40便
土曜 39便
日祝 36便

12
系統

平日 － 4便
土曜 － 9便
日祝 ±0

※効率化で捻出される余剰が軽微のため、
自社の労働環境の改善に活用

平日 － 3便
土曜 － 9便
日祝 －10便

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

1
系統

1
系統 廃止系統の代替

4
系統

待ち時間の平準化

待ち時間の平準化

待ち時間の平準化

待ち時間の平準化

待ち時間の平準化

系統の廃止
(戸島駐車場)

系統の移譲
(熊本都市バスへ)



❶運行量の多い九州産交バスに熊本都市バス系統（富尾団地）を移譲し、事業者間の競合を解消（一部系統廃止）
❷需給バランスを踏まえた重複路線の効率化（減便、区間短縮等）、待ち時間の平準化による利便性の維持・向上
❸効率化で生じた余剰:熊本駅周辺の開発に応じた路線延伸(九州産交バス)、重複区間③の運行に充当(熊本都市バス)

系統数 19系統 便数 平日
245便

土曜
206便

日祝
167便

仕業数 37仕業 運賃 各社共通・距離制

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

九州産交バス

産交バス

熊本都市バス

重複
区間

山鹿バスセンター系統
5系統（74便/日）

植木
駐車場

小野泉水
公園

山鹿バスセンター

玉名駅前

鹿南中学校

木留

富尾団地

玉名駅系統
1系統（14便/日）

木留系統
2系統（28便/日）

鹿南中学校系統
2系統（21便/日）

植木駐車場系統
2系統（27便/日）

富尾団地-若葉校

1系統（4便/日）

富尾団地-桜町ＢＴ

1系統（51便/日）

富尾団地-京町本丁

1系統（0便/日）
※京町本丁は入出庫用

の日曜1便のみ

桜町
BT田崎橋

県会議事堂前

山伏塚

京町
本丁

若葉小学校
北窪

新堀町

小野泉水系統
4系統（26便/日）

系統数 21系統（2増加） 便数 平日
238便

土曜
200便

日祝
164便

仕業数 38仕業（1増加） 運賃 現行のとおり

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

九州産交バス

産交バス

延伸部
廃止系統



6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時
22時

以降
計

車内人員 24 203 66 46 46 79 89 106 114 163 208 223 215 173 130 101 82 2300

旧便数 3 8 8 7 7 8 7 8 7 9 11 10 10 7 6 3 3 123

便平均 7.9 25.4 8.3 6.6 6.6 9.9 12.7 13.2 16.3 18.1 18.9 22.3 21.5 24.8 21.6 33.7 27.3 18.7

新便数 2 8 7 7 7 7 7 8 7 7 12 10 10 8 6 3 3 119

便平均 11.8 25.4 9.5 6.6 6.6 11.3 12.7 13.2 16.3 23.3 17.3 22.3 21.5 21.7 21.6 33.7 27.3 19.3
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便
数

車
内
人
数

平日〈下り〉 〈分類〉需要：重複区間（新堀町→裁判所前間）の平均車内人数

供給量：１時間あたり便数「新堀町 発時刻」で分類

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時
22時

以降
計

車内人員 88 319 284 222 153 115 105 93 69 132 148 150 76 41 13 15 3 2251

旧便数 6 14 10 11 8 8 7 8 7 7 8 9 6 6 3 2 2 122

便平均 14.7 22.8 28.4 20.2 19.1 14.4 15.1 11.6 9.8 18.8 18.5 16.7 12.6 6.9 4.2 7.7 1.6 18.5

新便数 5 14 10 10 8 8 7 7 7 7 7 8 6 6 5 2 2 119

便平均 17.6 22.8 28.4 22.2 19.1 14.4 15.1 13.3 9.8 18.8 21.1 18.7 12.6 6.9 2.5 7.7 1.6 18.9

0

4

8

12

16

0

120

240

360

480

便
数

車
内
人
数

平日〈上り〉
〈分類〉需要：重複区間（裁判所前→新堀町間）の平均車内人数

供給量：１時間あたり便数「裁判所前 発時刻」で分類

各方面の路線が通過する重複区間の「輸送人員（需要）」と「運行本数（供給量）」の状況は次の通りである。需要と供給量のバラン
スが取れた運行本数の確保を前提として、利用実態に合わせた提供サービスの効率化により運転士・車両の余剰を確保

ピーク

※時刻変更

ピーク

九州産交バス 熊本都市バス

産交バス

重複
区間

植木
駐車場

小野泉水
公園

山鹿
方面玉名方面

鹿南
中学校

木留

富尾団地

桜町
BT

田崎橋

山伏塚

京町
本丁

県庁・
若葉校
方面

新堀町

需要
1日の

輸送人員

下り 上り

供給量
運行
本数

※時刻変更

注）輸送人員は2019年10～12月時点データをベースとして使用（輸送人員は90％で乗じたもの）
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〈新堀町バス停の通過時刻〉 現行ダイヤ 新ダイヤ

※グラフ外 - 前便との差30分以上

現行 21:50通過、22:45通過 新 23:00通過

平日〈下り〉
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（
分
）

〈山伏塚バス停の通過時刻〉 現行ダイヤ 新ダイヤ平日〈上り〉

※グラフ外 - 前便との差30分以上

現行 21:14通過、22:22通過 新 22:02通過

利用者にとって無駄となっていた重複ダイヤを解消しつつ、早朝や夜間、
運転士の休息等で制約される時間を除き、5分～15分の運行間隔に調整。
朝のラッシュ時間の近接ダイヤ改善 待ち時間の平準化により、利用者にとって無駄

だった3分以内で運行する重複ダイヤを解消し、
効率化しつつ利用しやすいダイヤへと改善

運行日 現状 最適化後 差

平日 44便（18.1％） 10便（4.2％） 34便 改善

土曜 24便（11.8％） 0便（0.0％） 24便 改善

日祝 9便（ 5.5％） 1便（0.6％） 8便 改善

（3分以内重複ダイヤの便数・総便数に対する割合 ）

効率化で生じた余剰は、富尾団地系統を熊本駅再開
発に対応し西部車庫まで路線延伸を行い、熊本駅に
生まれる新たな移動需要に対し、サービス向上

（定期券利用者）
運行系統の移譲に伴い、重複区間の利用者はどの便
でも乗車でき、定期利用が便利に（平日190便+
48便→238便）。一部定期券利用者で事業者切替に
よる弊害が生じないよう各社で円滑に対応

（乗り継ぎが必要な定期券利用者）
熊本都市バス路線を乗り継ぐ現在の定期保有者（富
尾団地系統⇔他系統）は、運行する両社で乗り継ぎ
定期券を発行してスムーズに利用できるよう対応

※山伏塚・新堀町の通過時刻から算定



「バス・電車１００円の日」の企画実施

まちなかループバスの試行運行

新サービスの実証実験

共同経営計画第２版（電車通りの最適化）の策定

コミュニティ交通等と連携したネットワーク維持


